
金
光
図
書
館
神
徳
書
院
文
庫
に
、
下
河
辺
長
流
（
一
六
二
七
？
’
八
六
）

自
筆
と
さ
れ
る
『
寄
書
』
［
ン
蜜
一
’
一
ざ
］
が
伝
来
す
る
。
こ
の
「
寄
書
』

は
『
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
」
、
四
種
の
「
三
十
六
歌
仙
』
や
『
時
代
不
同
歌

合
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
公
任
撰
の
『
三
十
六
人
撰
」
の
三

十
六
人
か
ら
派
生
し
た
、
異
種
三
十
六
歌
仙
が
複
数
採
ら
れ
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。
そ
の
所
収
作
品
に
は
、
こ
の
『
寄
書
』
に
し
か
み
ら
れ
な
い

独
自
の
撰
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
本
文
系
統
に
は
検
討
の
余
地

が
あ
る
。
ま
た
、
『
寄
書
」
が
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
十
七
世
紀
後
半

は
、
堂
上
に
お
い
て
飛
鳥
井
雅
章
編
『
数
量
和
歌
集
』
『
歌
書
集
成
』
や
中

院
通
茂
撰
『
中
院
三
燈
集
』
と
い
っ
た
、
異
種
三
十
六
歌
仙
を
複
数
収
録
す

る
歌
集
が
多
く
編
纂
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
『
寄
書
」
所
収
名
数
秀
歌
撰
の
う
ち
の
、
「
三
十
六
人
寄

合
僧
栄
海
撰
」
を
中
心
に
、
同
時
代
の
堂
上
、
地
下
の
諸
本
と
の
本
文
の
比
較

下
河
辺
長
流
の
「
’
’
’
十
六
人
歌
合
」
と
「
釈
教
歌
仙
」

ｌ
金
光
図
書
館
神
徳
書
院
文
庫
蔵
『
寄
書
』
に
お
け
る
独
自
撰
歌
に
つ
い
て
Ｉ

は
じ
め
に

金
光
図
書
館
神
徳
書
院
文
庫
所
蔵
「
寄
書
』
（
以
下
、
金
光
本
と
称
す
）

は
、
箱
入
り
で
半
紙
本
（
縦
十
七
・
二
糎
×
横
十
二
・
二
糎
）
一
冊
、
四
針

眼
訂
、
表
紙
は
浅
黄
色
の
無
紋
紙
で
、
題
叢
は
な
く
、
「
下
河
辺
長
流
／
寄

書
」
と
左
上
に
直
書
さ
れ
て
い
る
。
遊
紙
は
無
く
全
百
二
丁
の
写
本
で
、
巻

首
に
「
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
」
と
あ
り
、
以
下
七
種
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
蔵
書
印
は
一
丁
目
に
「
金
光
図
書
館
蔵
」
印
が
み
ら
れ
る
。
目
録
は

な
く
、
十
行
、
和
歌
一
行
書
で
、
そ
の
収
録
作
品
の
題
は
、

を
通
し
て
、
そ
の
特
徴
を
探
り
た
い
。

小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
（
一
丁
か
ら
十
一
丁
表
）

三
十
六
人
寄
合
公
任
卿
撰
（
十
一
丁
裏
か
ら
十
五
丁
表
）

中
古
三
十
六
人
寄
合
（
十
五
丁
表
か
ら
十
八
丁
裏
）

女
房
三
十
六
人
計
合
（
十
九
丁
表
か
ら
二
十
二
丁
裏
）

｜
下
河
辺
長
流
筆
『
吾
書
』
に
つ
い
て

本
多
潤
子

四
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て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
，

隠
棲
し
た
後
の
こ
と
で
、

で
あ
る
。
収
録
作
品
は
皆
一
首
本
で
あ
り
、
四
種
の
「
三
十
六
人
野
合
」
に

は
、
独
自
撰
歌
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
裏
見
返
し
に
「
長
流
（
押
）
」
と
署

名
が
あ
る
。
「
長
流
」
と
い
う
署
名
の
筆
跡
は
、
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
『
晩

（
１
）

花
集
』
の
長
流
自
著
と
似
通
う
。

書
写
者
と
さ
れ
る
下
河
辺
長
流
は
、
契
沖
と
親
交
の
深
い
万
葉
学
者
と
し

（
２
）

て
名
高
く
、
森
銑
三
氏
の
「
下
河
辺
長
流
」
に
そ
の
略
歴
・
年
譜
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
長
流
」
と
い
う
名
を
名
乗
る
の
は
、
難
波
に

と
あ
る
。
よ
っ
て
、
金
光
本
の
成
立
は
寛
文
七
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
な

（
３
）

お
、
『
契
沖
全
集
附
長
流
全
集
」
に
は
、
長
流
自
筆
と
さ
れ
る
「
中
川
の

水
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、

万
治
二
年
、
そ
の
三
十
五
歳
の
頃
に
成
っ
た
「
歌
仙
抄
」
並
び
に
「
萬

葉
集
名
寄
」
に
は
、
「
下
河
邊
氏
注
」
「
下
河
邊
氏
某
撰
」
と
あ
っ
て
、

ま
だ
長
流
の
名
は
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
の
後
寛
文
七
年
、
長
流
四

十
三
の
歳
に
成
っ
た
「
二
聖
倭
歌
注
」
に
至
っ
て
、
初
め
て
「
長
流

撰
」
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
長
流
の
名
は
大
体
こ
の
頃
か
ら
称

し
た
の
で
あ
ら
う
。

三
十
六
人
吾
合
僧
栄
海
撰
（
二
十
二
丁
裏
か
ら
二
十
六
丁
表
）

時
代
不
同
歌
合
後
鳥
羽
院
勅
撰
（
二
十
六
丁
裏
か
ら
五
十
六
丁
裏
）

新
時
代
不
同
歌
合
後
花
園
院
勅
撰
（
五
十
六
丁
裏
か
ら
百
二
丁
裏
）

と
あ
り
、
寛
文
年
間
前
半
か
ら
「
長
流
」
と
称
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

長
流
の
自
筆
本
は
今
井
似
閑
（
一
六
五
七
’
一
七
二
三
）
の
蔵
書
を
収
め

た
上
賀
茂
神
社
三
手
文
庫
を
中
心
に
複
数
現
存
し
て
い
る
。
現
存
諸
本
の
な

か
で
金
光
本
と
筆
跡
が
最
も
似
通
っ
て
い
る
の
は
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三

’
八
一
）
に
書
写
さ
れ
た
と
す
る
駒
澤
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
長
流
自
筆

『
晩
花
集
」
で
あ
る
た
め
、
そ
の
頃
の
筆
と
も
考
え
ら
れ
る
が
定
か
で
は
な

い
○

こ
の
金
光
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
五
作
品
目
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
は
、

「
栄
海
撰
」
と
さ
れ
、
公
任
撰
の
三
十
六
人
と
は
異
な
る
人
撰
が
な
さ
れ
て

い
る
。
次
に
「
三
十
六
人
歌
合
僧
栄
海
撰
」
部
分
の
翻
刻
を
示
す
。

寛
文
四
年
八
月
廿
日

長
流
子

左
達
磨
和
尚

い
か
る
か
や
と
み
の
小
川
の
絶
は
こ
そ
わ
か
お
ほ
き
み
の
御
名
を
わ
す

れ
め

右
聖
徳
太
子

し
な
て
る
や
片
岡
山
の
い
ひ
に
う
へ
て
ふ
せ
る
旅
人
あ
は
れ
お
や
な
し

三
十
六
人
歌
合
僧
栄
海
撰

二
「
三
十
六
人
吾
合
僧
栄
海
撰
」
翻
刻

四
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左
僧
正
菩
提

か
ひ
ら
え
に
と
も
に
契
り
し
か
ひ
あ
り
て
文
殊
の
御
か
ほ
い
ま
み
つ
る

哉

右
大
僧
正
行
基

霊
山
の
釈
迦
の
御
前
に
契
り
て
し
真
如
朽
せ
す
逢
み
つ
る
哉

左
傳
教
大
師

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
の
仏
た
ち
我
た
つ
杣
に
冥
加
あ
ら
せ
給
へ

右
弘
法
大
師

法
性
の
無
漏
戸
と
き
け
は
我
す
め
は
有
為
の
浪
風
た
、
ぬ
日
そ
な
き

左
慈
覚
大
師

大
か
た
の
過
る
月
日
を
な
か
め
し
は
我
身
に
年
の
つ
も
る
な
り
け
り

右
智
證
大
師

法
の
舟
さ
し
て
ゆ
く
身
は
も
る
ノ
ー
の
神
も
佛
も
我
を
み
そ
な
へ

左
沙
弥
満
誓

世
中
を
何
に
た
と
へ
ん
朝
ほ
ら
け
こ
き
ゆ
く
ふ
ね
の
跡
の
し
ら
浪

右
玄
賓
僧
都

三
輪
河
の
清
き
な
か
れ
に
す
、
き
て
し
衣
の
そ
て
を
ま
た
や
け
か
さ
ん

左
僧
正
遍
昭

い
そ
の
か
み
ふ
る
の
山
辺
の
さ
く
ら
花
う
へ
け
ん
時
を
し
る
入
そ
な
き

右
喜
撰
法
師

我
庵
は
み
や
こ
の
た
つ
み
し
か
そ
す
む
世
を
う
し
山
と
人
は
い
ふ
也

左
僧
正
聖
宝

は
な
の
な
か
め
に
あ
く
や
と
て
分
行
は
こ
、
ろ
そ
い
と
、
ち
り
ぬ
へ
ら

下
河
辺
長
流
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
「
釈
教
歌
仙
』

な
る

右
素
性
法
師

我
の
み
や
あ
は
れ
と
お
も
は
ん
き
り
ノ
ー
す
な
く
夕
か
け
の
大
和
な
て

し
こ

左
空
也
上
人

う
ろ
の
身
は
草
葉
に
か
、
る
露
な
る
を
や
か
て
蓮
に
や
と
ら
さ
り
け
ん

右
日
蔵
上
人

寂
真
の
こ
け
の
岩
戸
の
し
つ
け
き
に
な
み
た
の
雨
の
ふ
ら
ぬ
日
そ
な
き

左
蝉
丸

秋
か
せ
に
な
ひ
く
浅
ち
の
末
こ
と
に
を
く
し
ら
露
の
あ
は
れ
世
中

右
性
空
上
人

千
年
ふ
る
松
た
に
朽
る
世
中
に
け
ふ
と
も
し
ら
て
た
て
る
我
哉

左
小
僧
都
源
信

わ
れ
た
に
も
ま
つ
極
楽
に
生
れ
な
は
し
る
も
し
ら
ぬ
も
み
な
む
か
へ
て

ん

右
惠
慶
法
師

天
の
は
ら
空
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
む
氷
と
み
ゆ
る
冬
の
夜
の
月

左
能
因
法
師

夕
さ
れ
は
し
ほ
風
こ
へ
て
み
ち
の
く
の
野
田
の
玉
河
千
鳥
な
く
也

右
良
暹
法
師

た
つ
ね
つ
る
花
と
我
身
も
お
と
ろ
へ
て
後
の
は
る
と
も
え
こ
そ
契
ら
ね

左
法
師
永
観

み
な
人
を
わ
た
さ
ん
と
思
ふ
心
こ
そ
極
楽
へ
ゆ
く
し
る
へ
な
り
け
れ

四



右
登
蓮
法
師

世
中
の
人
の
こ
、
ろ
の
う
き
雲
に
そ
ら
か
く
れ
す
る
在
明
の
月

左
大
僧
正
行
尊

草
の
庵
を
何
露
け
し
と
恩
ひ
け
ん
も
ら
ぬ
岩
屋
も
袖
は
ぬ
れ
け
り

右
僧
正
永
縁

き
く
た
ひ
に
め
つ
ら
し
け
れ
は
郭
公
い
つ
も
初
音
の
心
地
こ
そ
す
れ

左
俊
恵
法
師

春
と
い
へ
は
霞
に
け
り
な
き
の
う
ま
て
浪
ま
に
み
へ
し
淡
路
嶌
山

右
道
因
法
師

い
つ
と
て
も
身
の
う
き
こ
と
は
か
は
ら
ね
と
む
か
し
は
老
を
な
け
き
や

は
せ
し

左
西
行
法
師

ふ
り
つ
み
し
高
ね
の
み
ゆ
き
と
け
に
け
り
情
た
き
川
の
水
の
し
ら
波

右
僧
正
慈
円

龍
田
山
秋
行
人
の
袖
を
み
よ
木
、
の
こ
す
え
は
時
雨
さ
り
け
り

左
二
品
法
親
王
守
覚

な
か
ら
へ
て
世
に
す
む
へ
く
は
な
け
れ
と
も
う
き
に
か
へ
た
る
命
な
り

け
り

右
法
橋
顕
昭

は
き
か
花
真
袖
に
か
け
て
高
ま
と
の
尾
上
の
宮
に
ひ
れ
ふ
る
や
た
れ

左
寂
蓮
法
師

さ
ひ
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
木
た
つ
山
の
秋
の
夕
暮

右
寂
然
法
師

以
上
、
そ
の
詠
人
は
、
達
磨
和
尚
か
ら
明
恵
上
人
ま
で
の
仏
教
の
先
徳
三
十

六
人
で
あ
る
。
『
釈
教
歌
仙
」
と
呼
ば
れ
る
異
種
三
十
六
歌
仙
と
同
一
の
人

撰
で
、
金
光
本
の
「
栄
海
撰
」
と
い
う
撰
者
表
記
と
も
一
致
す
る
。

栄
海
撰
の
『
釈
教
歌
仙
」
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
、
「
釈
教
三
十
六
人

歌
合
」
と
い
う
名
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
題
に
井
上
宗
雄
氏
ら
に
よ

る
諸
本
分
類
が
示
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
は
聖
徳
太
子
歌
を
第
二
首
に
有
す
る

か
否
か
で
二
系
統
に
分
け
ら
れ
、
う
ち
、
第
二
系
統
に
つ
い
て
は
、

と
さ
れ
る
。
こ
の
井
上
氏
の
分
類
に
お
い
て
、
金
光
本
所
収
の
「
三
十
六
人

二
、
達
磨
の
歌
の
次
に
聖
徳
太
子
の
肖
像
と
、
そ
の
歌
と
し
て
、
こ
し

な
て
る
や
か
た
岡
山
の
い
ひ
に
う
ゑ
て
ふ
せ
る
旅
人
あ
は
れ
お
や
な
し

が
あ
り
、
貞
慶
の
歌
の
な
い
本
が
あ
る
。
板
本
（
「
寛
文
元
辛
丑
暦
季

秋
林
和
泉
橡
板
行
」
の
刊
記
が
あ
る
）
・
内
閣
文
庫
本
（
二
○
一
・

三
七
七
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
書
陵
部
「
待
需
抄
」
所
収
本
・
北
駕
文

庫
本
等
に
は
左
右
付
が
あ
る
。
こ
の
類
の
伝
本
も
多
い
。

秋
は
き
ぬ
と
し
も
半
に
過
ぬ
と
や
お
き
ふ
く
風
の
お
と
る
か
す
ら
ん

左
僧
正
行
意

や
ま
し
ろ
の
と
き
は
の
森
の
夕
し
く
れ
そ
め
ぬ
み
と
り
に
秋
そ
蟇
ぬ
る

右
明
恵
上
人

夢
の
世
の
う
つ
、
な
り
せ
は
い
か
、
せ
ん
さ
む
へ
き
ほ
と
を
ま
た
は
こ

そ
あ
れ

四
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（
４
）

「
釈
教
歌
仙
」
第
二
系
統
の
諸
本
は
、
約
二
十
本
現
存
が
確
認
で
き
る
が
、

最
も
古
く
現
存
数
が
多
い
も
の
が
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
二
に
京
の
書

騨
、
林
和
泉
橡
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
釈
教
歌
仙
」
で
あ
る
。
東
京
都
立
中
央

図
書
館
加
賀
文
庫
所
蔵
『
釈
教
歌
仙
』
［
加
弓
易
］
を
は
じ
め
、
十
六
本
ほ

ど
現
存
す
る
。
幾
度
も
版
を
重
ね
、
『
釈
教
歌
仙
」
諸
本
の
な
か
で
、
近
世

初
期
か
ら
末
期
に
至
る
ま
で
の
間
、
最
も
流
布
し
て
い
た
。
林
版
（
杉
浦
丘

園
氏
旧
蔵
）
と
金
光
本
所
収
の
「
三
十
六
人
歌
合
僧
栄
海
撰
」
を
比
較
す
る

と
、
題
の
相
違
、
序
・
左
右
の
有
無
、
撰
歌
な
ど
の
点
で
異
な
り
、
同
一
和

歌
に
お
い
て
も
異
同
が
み
ら
れ
る
。

以
下
、
林
版
と
金
光
本
の
相
違
点
を
確
認
す
る
。
ま
ず
、
題
に
関
し
て

は
、
林
版
で
は
外
題
が
刷
題
筆
で
「
釈
教
歌
仙
」
と
あ
り
、
序
文
の
冒
頭
に

は
「
釈
教
三
十
六
人
歌
仙
図
勧
修
寺
僧
正
栄
海
撰
」
と
あ
る
の
に
対
し
、

（
５
）

金
光
本
は
内
題
に
「
三
十
六
人
歌
合
僧
栄
海
撰
」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
林
版

は
歌
仙
に
左
右
を
付
さ
な
い
が
、
金
光
本
は
「
歌
合
」
と
あ
る
よ
う
に
、
左

右
が
付
さ
れ
、
歌
合
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
金
光
本
の
歌
仙
の
配
列
は
林

版
と
同
一
で
あ
る
が
奇
数
の
和
歌
を
左
方
に
、
偶
数
を
右
方
に
配
し
、
左
右

交
互
に
十
八
番
三
十
六
首
で
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、
林
版
に
は
左
右
は
付
さ

（
６
）

れ
て
い
な
い
も
の
の
前
号
掲
載
の
拙
槁
に
お
い
て
林
版
の
歌
仙
絵
が
第
一
系

歌
合
」
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
聖
徳
太
子
歌
を
有
し
、
貞
慶
を
欠
く
点

が
第
二
系
統
と
共
通
す
る
。

三
「
三
十
六
人
吾
合
僧
栄
海
撰
」
と
「
釈
教
歌
仙
」

下
河
辺
長
流
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
「
釈
教
歌
仙
」

第
二
十
番
歌
恵
慶
法
師

［
金
］
天
の
は
ら
空
さ
へ
さ
え
や
わ
た
る
ら
む
氷
と
み
ゆ
る
冬
の
夜
の

第
十
四
番
歌
素
性
法
師

［
金
］
我
の
み
や
あ
は
れ
と
お
も
は
ん
き
り
Ｉ
－
す
な
く
夕
か
け
の
大

和
な
て
し
こ

（
「
古
今
和
歌
集
」
巻
四
秋
上
〔
二
四
四
）

な
か
つ
き

［
杉
］
い
ま
こ
む
と
い
ひ
し
は
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
ま
ち
い
て

つ
る
哉

二
古
今
和
歌
集
」
巻
十
四
恋
歌
四
一
六
九
二
）

統
の
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
を
典
拠
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
左
向
性
を
排
し
、
奇
数

首
と
偶
数
首
が
向
き
合
う
形
式
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同

時
代
に
歌
合
形
式
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
林
版
が

有
す
る
栄
海
の
序
文
は
、
金
光
本
に
は
み
ら
れ
な
い
。

最
も
大
き
な
相
違
点
は
、
六
首
の
異
な
る
撰
歌
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
聖
徳
太
子
・
貞
慶
歌
の
有
無
の
問
題
を
除
く
と
、
林
版
を
は
じ
め
「
釈

教
歌
仙
」
の
七
十
本
近
い
諸
本
の
共
通
す
る
三
十
六
人
の
人
撰
に
対
し
て
、

撰
歌
に
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
は
珍
し
い
。
次
に
、
そ
の
六
首
を
示
す
。
金

光
本
を
［
金
］
、
林
版
（
杉
浦
丘
園
氏
旧
蔵
）
を
［
杉
］
と
略
し
、
和
歌
の

配
列
順
は
、
聖
徳
太
子
歌
を
第
二
首
目
に
有
す
る
第
二
系
統
に
従
う
。
ま

た
、
和
歌
本
文
の
下
の
括
弧
内
に
勅
撰
集
所
収
歌
の
『
新
編
国
歌
大
観
』
番

号
を
付
し
た
。

四
五



第
二
十
八
番
歌
道
因
法
師

［
金
］
い
つ
と
て
も
身
の
う
き
こ
と
は
か
は
ら
ね
と
む
か
し
は
老
を
な

け
き
や
は
せ
し

（
「
千
載
和
歌
集
』
巻
十
七
雑
歌
中
一
一
○
八
○
二
）

お
も

［
杉
］
思
ひ
わ
ひ
さ
て
も
い
の
ち
は
あ
る
物
を
う
き
に
た
へ
ぬ
は
な
み

た
也
け
り

二
千
載
和
歌
集
」
巻
十
三
恋
三
一
八
一
八
一
）

第
二
十
二
番
歌
良
暹
法
師

［
金
］
た
つ
ね
つ
る
花
と
我
身
も
お
と
ろ
へ
て
後
の
は
る
と
も
え
こ
そ

契
ら
れ

（
「
新
古
今
和
歌
集
」
巻
二
春
下
一
一
五
三
］
）

［
杉
］
さ
ひ
し
さ
に
や
と
を
た
ち
出
て
な
か
む
れ
は
い
つ
く
も
お
な
し

あ
き

く
れ

秋
の
ゆ
ふ
暮

二
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
四
秋
上
一
三
三
三
一
）

第
三
十
番
歌
僧
正
慈
円

月

（
『
拾
遺
和
歌
集
」
巻
四
冬
一
二
四
三
）

や
へ
む
〃
＼
ら

［
杉
］
八
重
葎
し
け
れ
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に
人
こ
そ
み
え
ね
秋
は
来

に
け
り

二
拾
遺
和
歌
集
」
巻
三
秋
【
一
四
○
｝
）

第
三
十
二
番
歌
法
橋
顕
昭

［
金
］
は
き
か
花
真
袖
に
か
け
て
高
ま
と
の
尾
上
の
宮
に
ひ
れ
ふ
る
や

た
れ

（
「
新
古
今
和
歌
集
」
巻
四
秋
上
一
三
三
二
）

を
か
く
す
ぱ
い
ろ

［
杉
］
水
く
き
の
岡
の
葛
葉
も
色
つ
き
て
け
さ
う
ら
か
な
し
秋
の
は
っ

か
せ

二
新
古
今
和
歌
集
」
巻
四
秋
上
一
二
九
六
三

以
上
が
金
光
本
独
自
の
六
首
で
あ
る
。
現
存
す
る
「
釈
教
歌
仙
」
諸
本
に
お

い
て
、
金
光
本
が
有
す
る
六
首
と
同
一
の
和
歌
を
有
す
る
本
文
は
み
ら
れ
な

い
○

こ
の
採
歌
さ
れ
た
六
首
の
特
徴
を
考
え
る
。
ま
ず
、
そ
の
典
拠
を
確
認
す

る
と
、
他
の
「
釈
教
歌
仙
」
諸
本
と
同
様
、
皆
勅
撰
集
入
集
和
歌
か
ら
撰
ば

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
僧
正
慈
円
和
歌
に
関
し
て
、
以
下
の
点
で
撰
者
栄
海

の
編
纂
基
準
と
、
金
光
本
の
撰
歌
に
一
部
違
い
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

（
７
）

る
。
土
屋
責
裕
氏
ら
に
よ
っ
て
南
北
朝
期
の
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
佐
佐
木

家
旧
蔵
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
等
、
歌
仙
絵
を
有
す
る
諸
本
の
歌
仙
絵

［
金
］
龍
田
山
秋
行
人
の
袖
を
み
よ
木
、
の
こ
す
え
は
時
雨
さ
り
け
り

（
「
新
古
今
和
歌
集
」
巻
十
羅
旅
歌
一
九
八
四
一
）

た
み

そ
ま

［
杉
］
お
ほ
け
な
く
う
き
世
の
民
に
お
ほ
ふ
か
な
わ
か
た
つ
杣
に
す
み

そ
め
の
そ
て

（
「
千
載
和
歌
集
」
巻
十
七
雑
中
三
一
三
七
一
）

四
六



と
詠
じ
て
お
り
、
龍
田
へ
の
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た
。
他
、
顕
昭
歌
「
は
き

か
花
」
が
、
「
万
葉
集
」
巻
二
十
一
四
三
一
五
一
家
持
歌
「
宮
人
の
袖
付
け

衣
秋
萩
に
に
ほ
ひ
よ
ろ
し
き
高
円
の
宮
」
を
本
歌
と
し
て
お
り
、
『
万
葉
集

管
見
」
『
万
葉
集
紗
」
「
万
葉
集
名
寄
」
『
万
葉
古
事
井
詞
」
等
の
著
作
の
残

る
長
流
の
好
み
に
も
合
っ
た
撰
歌
と
い
え
よ
う
か
。
家
持
の
本
歌
に
関
し
て

は
、
「
万
葉
集
管
見
』
第
二
十
巻
、
『
万
葉
集
名
寄
』
上
之
一
な
ど
に
長
流
の

（
９
）

注
釈
が
載
る
。

が
、
『
時
代
不
同
歌
合
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
和
歌
に

関
し
て
も
同
様
の
指
摘
が
で
き
る
が
、
金
光
本
に
関
し
て
は
、
僧
正
慈
円
の

「
龍
田
山
」
歌
が
『
時
代
不
同
歌
合
』
に
み
ら
れ
な
い
為
、
編
蟇
方
針
が
南

北
朝
期
の
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
絵
巻
と
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
栄

海
以
外
の
人
物
に
よ
っ
て
手
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
龍
田
山
」
歌
は
一
新
古
今
和
歌
集
』
の
ほ
か
、
「
元
久
詩
歌
合
」

【
一
三
五
一
、
『
拾
玉
集
」
【
四
○
七
四
一
、
『
歌
枕
名
寄
』
〔
二
三
九
三
｝
に
採

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
光
本
書
写
者
の
長
流
の
故
郷
が
一
説
に
は
、
龍
田

で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
あ
る
い
は
、
書
写
の
際
に
、

長
流
が
自
身
の
好
み
に
合
わ
せ
て
撰
歌
を
一
部
変
更
し
た
可
能
性
も
あ
る
の

（
８
）

で
は
な
い
か
。
長
流
は
『
晩
花
和
歌
集
』
下
巻
に
お
い
て
、

つ
ひ
に
わ
が
着
て
も
帰
ら
ぬ
唐
錦
龍
田
の
里
や
な
に
の
ふ
る
さ
と
の
山

下
河
辺
長
流
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
「
釈
教
歌
仙
』

で
は
、
現
存
諸
本
で
最
も
金
光
本
に
近
い
本
文
を
有
す
る
『
釈
教
歌
仙
」

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
前
述
の
井
上
氏
の
諸
本
分
類
で
は

『
釈
教
歌
仙
」
諸
本
を
聖
徳
太
子
歌
の
有
無
で
二
分
し
、
聖
徳
太
子
歌
を
有

す
る
本
文
は
第
二
系
統
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
第
二
系
統
の
林
和
泉
橡
版

は
第
一
系
統
の
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
を
も
と
と
し
て
お
り
、
語
句
の
異
同
を
含

め
、
両
系
統
は
密
接
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た
。
よ
っ
て
第
一
系
統
も
含

め
、
本
文
を
検
討
す
る
。
諸
本
は
聖
徳
太
子
歌
の
有
無
を
除
く
と
、
題
が

「
釈
教
」
で
あ
る
か
「
釈
門
」
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
本
文
に
異
同
が
み
ら

れ
る
。
第
一
系
統
の
早
稲
田
大
学
「
釈
教
三
十
六
人
歌
仙
図
』
含
新
編
国
歌

大
観
」
底
本
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
「
数
量
和
歌
集
」
所
収
「
釈
門
歌
仙
」
を

比
較
す
る
と
、
金
光
本
は
早
稲
田
大
学
本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
出
来
る
。
第
三
首
の
僧
正
菩
提
歌
、
第
六
首
の
弘
法
大
師
歌
、
第
十

首
の
玄
賓
僧
都
歌
な
ど
の
本
文
が
、
『
数
量
和
歌
集
』
で
は
な
く
早
稲
田
大

学
本
の
本
文
と
一
致
す
る
。
三
十
六
首
目
の
明
恵
／
高
弁
上
人
歌
を
一
例
と

し
て
挙
げ
る
。
な
お
、
異
同
箇
所
に
付
し
た
傍
線
は
槁
者
に
よ
る
。

［
早
稲
田
大
学
『
釈
教
三
十
六
人
歌
仙
図
』
］

明
惠
上
人

夢
の
世
の
う
つ
つ
な
り
せ
は
い
か
、
せ
む
さ
む
へ
き
ほ
と
を
待
は
こ
そ

あ
れ

四
長
流
周
辺
の
『
釈
教
歌
仙
』
諸
本

四
七



早
稲
田
大
学
本
は
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
の
完
本
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐

佐
木
家
旧
蔵
本
は
、
前
述
の
よ
う
に
寛
文
元
年
に
林
和
泉
禄
よ
り
刊
行
さ
れ

た
『
釈
教
歌
仙
』
の
も
と
と
な
っ
た
。
林
版
は
、
長
流
が
「
長
流
」
と
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
寛
文
年
間
以
降
に
は
、
最
も
手
に
入
れ
や
す
か
っ
た
本
文

と
い
え
る
。

そ
し
て
そ
の
「
釈
教
」
を
題
に
冠
す
る
諸
本
の
な
か
で
は
、
聖
徳
太
子
歌

を
有
す
る
点
で
林
和
泉
橡
版
と
最
も
近
い
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
金

光
本
の
底
本
も
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
よ
り
派
生
し
た
諸
本
で
あ
っ
た
の
で
あ

次
に
、
長
流
周
辺
に
お
け
る
「
釈
教
歌
仙
」
関
連
事
跡
を
確
認
す
る
。
す

る
と
、
長
流
と
親
交
の
深
い
契
沖
（
一
六
四
○
’
一
七
○
一
）
自
筆
本
と
さ

れ
る
「
釈
教
歌
仙
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
の
所
蔵
先
を
確
認
で
き

ず
、
目
録
の
情
報
の
み
と
な
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
の
『
東

京
古
典
会
主
催
即
売
会
目
録
」
に
は
、

［
宮
内
庁
書
陵
部
「
釈
門
歌
仙
」
『
数
量
和
歌
集
」
］

高
弁
上
人

夢
の
よ
の
現
な
り
せ
は
い
か
、
せ
ん
さ
め
ゆ
く
程
を
ま
て
は
こ
そ
あ
れ

［
金
光
図
書
館
「
寄
書
」
］

右
明
惠
上
人

夢
の
世
の
う
つ
、
な
り
せ
は
い
か
、
せ
ん
さ
む
へ
き
ほ
と
を
ま
た
は
こ

そ
あ
れ

（
、
）

ろ
う
。

と
、
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
序
文
を
有
し
、
第
二

首
目
に
聖
徳
太
子
を
有
す
る
第
二
系
統
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
さ
ら

に
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
七
月
の
「
弘
文
荘
待
買
古
書
目
」
に
掲
載

さ
れ
た
際
に
は
図
版
を
伴
い
、
そ
の
三
十
三
首
か
ら
三
十
六
首
ま
で
と
、
契

沖
奥
書
を
確
認
で
き
る
。
図
版
部
分
を
翻
刻
す
る
と
、

と
、
貞
享
三
年
の
書
写
本
が
載
る
。
こ
の
写
本
は
、
翌
年
昭
和
二
十
六
年
六

月
の
「
弘
文
荘
待
實
古
書
目
」
に
、

達
磨
和
尚
・
聖
徳
太
子
よ
り
明
恵
上
人
に
至
る
歴
代
の
高
僧
歌
僧
州
六

人
を
詠
じ
た
る
古
歌
を
輯
む
。
巻
首
に
長
序
あ
り
。
半
紙
判
、
序
文
九

行
、
本
文
八
行
、
歌
二
行
書
。
巻
末
に

栄
海
僧
正
か
な
せ
る
釈
教
三
十
六
人

歌
仙
集
を
見
て
そ
の
本
の
ま
、
を
写
す

貞
享
三
年
秋
八
月
日
契
沖
書

と
あ
り
。
契
沖
独
特
の
例
の
草
書
雅
な
り
。
元
冊
子
た
り
し
を
今
折
帖

に
改
む
。
美
本
。

【
四
○
九
一
澤
教
舟
六
歌
仙
澤
栄
海
撰
、
契
沖
自
筆

【
四
四
七
一
澤
教
三
十
六
歌
仙
貞
享
三
年
、
契
沖
阿
閻
梨
筆

一
帖
六
○
○
○
圓

筆
貞
享
三
年
写

一
帖
六
五
○
○
圓

四
八



と
あ
る
。
三
十
五
首
目
に
貞
慶
上
人
が
な
い
た
め
、
こ
の
図
版
か
ら
も
聖
徳

太
子
歌
を
第
二
首
に
有
す
る
系
統
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
明
惠

上
人
歌
を
前
述
の
諸
本
比
較
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「
明
惠
上
人
」
「
さ
む

へ
き
ほ
と
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
和
歌
本
文
が
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
の

完
本
に
近
い
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
な
お
、
歌
仙
に
左
右
は
ふ
ら
れ
て
は

い
な
い
。
以
上
、
金
光
本
と
は
、
貞
慶
の
和
歌
が
な
く
、
聖
徳
太
子
を
有

し
、
佐
佐
木
家
旧
蔵
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
点
が
一
致
し
、
一
方
、
序
文
を

有
し
、
左
右
を
付
さ
な
い
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
金
光
本
独
自
の
和
歌
六
首

箇
所
の
契
沖
本
に
関
し
て
は
、
契
沖
書
写
本
は
目
録
に
画
像
が
な
く
、
確
認

で
き
て
い
な
い
ｃ

栄
海
僧
正
か
な
せ
る
釈
教
三
十
六
人

歌
仙
集
を
見
て
そ
の
本
の
ま
、
を
写
す

貞
享
三
年
秋
八
月
日
契
沖
書

寂
蓮
法
師
さ
ひ
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
真
木
た
つ
山
の

あ
き
の
夕
く
れ

寂
然
法
師
秋
は
き
ぬ
と
し
も
な
か
は
に
す
き
い
と
や
を
き
ふ
く
風
の

僧
正
行
意
山
し
ろ
の
と
き
は
の
も
り
の
夕
し
く
れ
そ
め
ぬ
み
と
り
に

秋
そ
く
れ
ぬ
る

明
恵
上
人
夢
の
世
の
う
つ
、
な
り
せ
は
い
か
、
せ
む
さ
む
へ
き
ほ
と

を
ま
て
は
こ
そ
あ
れ

下
河
辺
長
流
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
「
釈
教
歌
仙
」

お
と
ろ
か
す
ら
ん

と
あ
り
、
漢
字
と
仮
名
の
配
分
が
契
沖
写
本
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、
傍

線
箇
所
は
、
「
釈
教
歌
仙
』
諸
本
に
お
い
て
異
同
が
み
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
も
契
沖
写
本
と
林
版
で
は
同
じ
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
契
沖
の
書
写
し
た
「
栄
海
僧
正
か
な
せ
る
釈
教
三
十
六
人
歌
仙
集
」

は
、
林
和
泉
橡
版
か
、
も
し
く
は
そ
の
元
と
な
っ
た
系
統
の
写
本
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
契
沖
が
『
輝
教
三
十
六
歌
仙
』
を
書
写
し
た
時
期
は
、
長
流
の

亡
く
な
っ
た
二
か
月
後
で
あ
り
、
金
光
本
よ
り
後
の
書
写
本
と
な
る
が
、
長

ま
た
、
奥
書
に
は
「
そ
の
本
の
ま
、
を
写
す
」
と
あ
る
点
に
注
目
し
た

い
。
林
版
（
杉
浦
丘
園
氏
旧
蔵
）
の
三
十
三
首
か
ら
三
十
六
首
ま
で
の
本
文

（
ｕ
）

を
示
す
と
、

じ
ゃ
く
れ
ん
ほ
う
し

寂
蓮
法
師

い
ろ

ま
き

く
れ

さ
ひ
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
真
木
た
つ
山
の
秋
の
夕
暮

じ
や
く
せ
ん
ほ
・
う
し

寂
然
法
師

お
き

秋
は
き
ぬ
と
し
も
な
か
は
に
す
き
い
と
や
荻
ふ
く
風
の
お
と
る
か
す
ら

ん
そ
う
し
や
う
ぎ
や
う
い

僧
正
行
意

山
し
ろ
の
と
き
は
の
も
り
の
夕
し
く
れ
そ
め
ぬ
み
と
り
に
秋
そ
く
れ
ぬ

るみや
う
ゑ

明
恵
上
人

ゆ
め
よ

夢
の
世
の
う
つ
、
な
り
せ
は
い
か
、
せ
ん
さ
む
へ
き
ほ
と
を
ま
た
は
こ

そ
あ
れ

四
九



次
に
金
光
本
所
収
の
ほ
か
の
歌
仙
の
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。
金
光
本

所
収
の
四
種
の
三
十
六
歌
仙
は
、
皆
一
歌
仙
一
首
計
三
十
六
首
で
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
「
中
古
三
十
六
人
野
合
」
を
除
く
、
「
三
十
六
人
奇
合
公
任
卿
撰
」

「
女
房
三
十
六
人
野
合
」
の
撰
歌
が
「
三
十
六
人
野
合
僧
栄
海
撰
」
同
様
、
き

わ
め
て
珍
し
い
。

（
辺
〉

公
任
撰
の
三
十
六
歌
仙
に
関
し
て
は
、
新
藤
協
三
氏
に
よ
っ
て
、

流
も
ま
た
、
寛
文
元
年
刊
行
本
の
林
版
本
文
を
確
認
出
来
る
環
境
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
の
契
沖
本
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

（
一
）
佐
竹
本
型
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
に
所
載
さ
れ
る
三
六
首

（
二
）
尊
円
本
型
高
田
本
「
詩
歌
抜
書
」
に
よ
っ
て
判
明
す
る
三
六

首

（
三
）
行
俊
本
型
（
二
）
尊
円
本
型
に
付
さ
れ
た
傍
書
に
よ
っ
て
判
明

す
る
三
六
首

（
四
）
松
花
堂
本
型
「
歌
仙
拾
穂
抄
」
に
掲
げ
る
、
近
衛
龍
山
か
ら
松

花
堂
昭
乗
に
伝
襲
さ
れ
た
本
文
。
「
歌
仙
拾
穗
抄
」
と
は
一
五
首

が
異
な
る
。

（
五
）
拾
穗
抄
型
北
村
季
吟
「
歌
仙
拾
穂
抄
」
に
採
択
さ
れ
た
三
六

首

（
六
）
歌
仙
抄
型
下
河
辺
長
流
「
歌
仙
抄
」
に
採
択
さ
れ
た
三
六
首
。

五
金
光
本
所
収
各
種
「
三
十
六
嵜
合
」
に
つ
い
て

と
い
う
六
種
の
分
類
区
分
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
六
種
の
み

で
は
な
く
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
「
和
歌
群
玉
抄
」
［
近
心
房
ｌ
ご
］
に
収
録

さ
れ
た
十
二
通
の
一
首
本
『
三
十
六
人
歌
仙
」
す
べ
て
が
新
藤
氏
の
六
種
の

（
Ｂ
）

分
類
に
あ
わ
な
と
木
下
長
哺
子
に
よ
る
歌
仙
堂
「
三
十
六
歌
仙
」
な
ど
も

こ
の
六
種
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
独
自
の
撰
歌
で
あ
る
な
ど
、
和
歌
に
出
入
が

〈
脱
）

多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
三
十
六
人
の
人
撰
は
同
じ
で
も
、
そ
の
撰
歌
が
多
様

で
あ
る
こ
と
は
、
「
百
人
一
首
」
の
異
本
の
少
な
さ
と
比
べ
て
、
特
徴
的
で

あ
る
。
金
光
本
も
ま
た
、
こ
の
新
藤
氏
の
六
種
の
分
類
の
い
ず
れ
に
も
あ
て

は
ま
ら
な
い
。

た
だ
し
、
金
光
本
の
撰
歌
は
一
首
本
系
統
の
内
で
は
独
自
の
撰
歌
で
は
あ

る
が
、
一
歌
仙
複
数
首
の
広
本
系
の
三
十
六
歌
仙
の
和
歌
の
内
か
ら
撰
ば
れ

て
お
り
、
広
本
系
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
広
本
は
堂
上
歌
人
の
手
に

よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
た
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
飛
鳥
井
雅
章
に
よ

（
喝
）

っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
数
量
和
歌
集
」
所
収
「
歌
仙
」
は
、
い
わ
ゆ
る
広
本
系

（
焔
）

と
さ
れ
る
、
公
任
撰
の
百
五
十
首
に
俊
成
本
の
和
歌
な
ど
を
合
わ
せ
た
約
二

百
首
の
撰
歌
を
有
す
る
。
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
の
三
室
戸
誠
光

筆
「
以
類
集
」
Ｆ
１
易
昌
ｆ
巳
な
ど
も
広
本
を
所
収
す
る
。
つ
ま
り
、
長

流
が
金
光
本
に
収
録
し
た
「
三
十
六
人
奇
合
」
は
、
当
時
の
堂
上
歌
壇
で
盛

ん
に
用
い
ら
れ
て
い
た
系
統
の
本
文
か
ら
、
一
歌
仙
一
首
抜
き
出
し
た
も
の

で
あ
り
、
堂
上
歌
壇
の
影
響
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
じ
く
独
自
撰
歌
が
み
ら
れ
る
「
女
房
三
十
六
人
寄
合
」
に
関
し

『
歌
仙
拾
穗
抄
』
と
は
二
首
が
異
な
る
。

五
○



て
は
、
十
七
世
紀
に
書
写
、
あ
る
い
は
刊
行
さ
れ
た
「
女
房
三
十
六
人
寄

合
」
諸
本
が
、
「
応
安
六
年
長
月
上
旬
」
の
本
奥
書
を
有
す
る
三
首
本
に
所

収
さ
れ
た
和
歌
を
も
と
と
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
こ
に

（
〃
）

所
収
さ
れ
て
い
な
い
和
歌
を
三
十
六
首
の
う
ち
一
首
有
し
て
い
る
。
な
お
、

（
岨
）

大
伏
春
美
氏
の
「
女
房
三
十
六
人
歌
合
」
の
分
類
に
よ
る
と
、
「
応
安
六
年

長
月
上
旬
」
の
本
奥
書
を
有
す
る
系
統
は
、
一
類
本
、
そ
の
略
本
系
統
が
四

～
七
類
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
金
光
本
は
以
上
の
分
類
に
は
当
て
は

ま
ら
ず
、
残
る
二
類
、
三
類
に
関
し
て
も
金
光
本
の
三
十
六
首
が
す
べ
て
収

（
過
）

録
さ
れ
た
系
統
は
な
い
。
「
日
本
歌
学
大
系
」
別
巻
六
所
収
の
各
種
女
歌
仙

に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
、
金
光
本
は
撰
歌
に
注
目
す
る
と
、
特
殊

な
本
文
を
有
し
た
歌
書
で
あ
る
こ
と
が
、
「
三
十
六
人
寄
合
僧
栄
海
撰
」
以
外

の
三
十
六
人
歌
合
か
ら
も
看
取
で
き
よ
う
。

金
光
本
の
よ
う
に
、
「
釈
教
歌
仙
」
を
含
む
、
複
数
の
三
十
六
歌
仙
を
収

録
し
た
歌
集
は
多
く
現
存
す
る
。
金
光
本
同
様
十
七
世
紀
後
半
に
編
蟇
あ
る

い
は
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
作
品
は
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）

九
月
、
飛
鳥
井
雅
章
編
纂
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
数
量
和
歌
集
』

両
三
コ
ａ
、
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
頃
の
飛
鳥
井
雅
章
自
筆
本
と
考
え

ら
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
御
歌
所
本
『
歌
書
集
成
」
［
一
凱
・
一
ｓ
］
、
天
和
二
年

（
釦
）

（
一
六
八
二
）
風
早
公
前
書
写
の
内
閣
文
庫
「
百
人
一
首
始
風
早
公
前
卿
書

集
』
［
ｇ
－
ｌ
ｇ
Ｓ
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
石
井
行
豐
が
編
纂
し
た
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
『
待
需
抄
』
ロ
３
．
全
な
ど
が
あ
る
。
雅
章
の
『
歌
書
集

成
』
と
金
光
本
を
比
較
す
る
と
、
「
釈
教
歌
仙
」
を
除
く
三
種
の
三
十
六
歌

仙
が
同
じ
人
撰
で
、
『
釈
教
歌
仙
」
を
含
め
収
録
す
る
各
種
三
十
六
歌
仙
が

下
河
辺
長
流
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
「
釈
教
歌
仙
」

金
光
図
書
館
神
徳
書
院
文
庫
所
蔵
の
下
河
辺
長
流
自
筆
『
寄
書
』
は
、
数

種
の
三
十
六
歌
仙
や
時
代
不
同
歌
合
と
い
っ
た
、
名
数
秀
歌
撰
を
収
録
し
た

歌
書
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
「
三
十
六
人
寄
合
僧
栄
海
撰
」
は
、
町
版
で
は

「
釈
教
歌
仙
」
と
し
て
出
版
さ
れ
、
堂
上
歌
人
の
歌
書
に
お
い
て
は
「
釈
門

歌
仙
」
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
異
種
三
十
六
歌
仙
で
あ
る
。
そ
の
三
十
六

人
の
配
列
、
人
撰
は
寛
文
元
年
に
林
和
泉
橡
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
釈
教
歌

仙
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
撰
歌
が
六
首
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
六

首
を
有
す
る
諸
本
は
、
現
存
す
る
約
七
十
本
の
「
釈
教
歌
仙
」
諸
本
に
お
い

て
、
こ
の
金
光
本
の
み
で
あ
り
他
に
類
例
を
み
な
い
。
ま
た
、
金
光
本
所
収

皆
左
右
を
付
し
た
歌
合
形
式
に
採
る
点
が
共
通
す
る
。
な
お
、
『
歌
書
集
成
」

に
は
金
光
本
の
よ
う
な
独
自
撰
歌
は
な
い
。
「
釈
教
歌
仙
』
に
関
し
て
も
、

堂
上
歌
人
の
諸
本
に
お
い
て
聖
徳
太
子
歌
を
挿
入
す
る
本
文
は
少
な
い
．
こ

の
点
に
関
し
て
金
光
本
は
堂
上
歌
壇
の
歌
集
と
は
異
な
り
、
一
般
に
流
布
し

て
い
た
林
和
泉
橡
版
「
釈
教
歌
仙
」
に
近
い
撰
歌
を
有
す
る
。
そ
し
て
そ
の

書
騨
、
林
和
泉
橡
よ
り
、
「
歌
仙
」
「
中
古
歌
仙
」
「
続
女
歌
仙
」
「
新
女
歌

仙
」
も
寛
文
年
間
以
降
順
次
出
版
さ
れ
て
い
る
。
金
光
本
は
そ
れ
ら
林
版
各

種
歌
仙
と
比
較
し
て
も
、
『
中
古
歌
仙
』
を
除
く
二
種
が
同
一
人
撰
で
、
一

部
の
撰
歌
が
異
な
っ
て
い
る
。
堂
上
、
町
版
含
め
、
十
七
世
紀
後
半
ま
で
に

書
写
刊
行
さ
れ
た
諸
本
の
な
か
で
、
金
光
本
は
極
め
て
独
自
な
撰
歌
を
有
す

る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

五
一



「
三
十
六
人
寄
合
公
任
卿
撰
」
お
よ
び
「
女
房
三
十
六
人
寄
合
」
も
ま
た
、
珍

し
い
撰
歌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
所
収
歌
に
は
独
自
性
が
み
ら
れ

る
が
、
異
種
三
十
六
歌
仙
を
複
数
収
録
す
る
歌
集
は
、
飛
鳥
井
雅
章
の
『
数

量
和
歌
集
」
『
歌
書
集
成
」
な
ど
、
堂
上
歌
人
の
手
に
よ
っ
て
多
く
編
纂
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
金
光
本
の
「
三
十
六
人
寄
合
公
任
卿
撰
」
は
、
堂
上
歌
人

の
編
纂
し
た
歌
集
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
た
広
本
系
を
も
と
と
し
て
お
り
、

堂
上
の
影
響
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
駒
澤
大
学
図
書
館
貴
重
書
『
晩
花
集
」
后
二
・
一
望
酬
］

（
２
）
『
森
銑
三
著
作
集
」
二
中
央
公
論
社
一
九
七
一
年

（
３
）
佐
佐
木
信
綱
編
『
契
沖
全
集
』
二
長
流
全
集
朝
日
新
聞
社

一
九
二
七
年

（
４
）
〈
版
本
〉
林
和
泉
禄
版
『
釈
教
歌
仙
』
寛
文
元
年
刊

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
「
釈
教
歌
仙
』
［
貴
遭
一
当
‐

Ｊ
］刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
「
釈
教
歌
仙
」
［
乏
巨
＄
］

関
西
大
学
図
書
館
「
釈
教
歌
仙
」
石
二
心
ミ
ー
云
迫
己

宮
内
庁
書
陵
部
「
釈
教
歌
仙
』
（
「
歌
仙
部
類
」
両
国
ｌ
閉
］
の

付
記貴
重
な
蔵
書
の
閲
覧
、
翻
刻
の
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
金

光
図
書
館
長
金
光
英
子
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

内
）
国
文
学
研
究
資
料
館
『
釈
教
歌
仙
」
［
責
８
１
一
堂
Ｉ
己

国
立
国
会
図
書
館
『
釈
教
歌
仙
』
［
一
認
１
台
巴

国
立
国
会
図
書
館
「
釈
教
歌
仙
」
［
一
凶
’
一
邑

国
立
国
会
図
書
館
『
釈
教
歌
仙
』
房
豊
Ｉ
ｇ
と

神
宮
文
庫
林
崎
文
庫
「
釈
教
歌
仙
」
国
占
弓
未
見
。
国
文
学

研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
登
山
圏
ｌ
Ｙ
ｏ
に
て
確

罰
恥
］

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
『
澤
教
州
六
人
謁
仙
」
百
ｓ
ｐ
１
重
岩

ｌ
塵
Ｃ
］

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
『
澤
教
州
六
人
謁
仙
」
百
二
．
里
’

令
や
一
］

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
「
釈
教
歌
仙
」
［
験
ｌ
笠
］

東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
『
釈
教
歌
仙
」
［
加
弓
易
］

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蟹
江
慶
次
郎
旧
蔵
書
「
釈
教
歌
仙
」
［
蟹

一
Ｊ
い
］

杉
浦
丘
園
旧
蔵
『
釈
教
歌
仙
」
（
架
蔵
）

〈
写
本
〉

宮
内
庁
書
陵
部
「
釈
教
三
十
六
人
吾
」
『
待
需
抄
」
第
四
百
３
準

国
文
研
ン
圏
］

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
「
澤
教
三
十
六
人
謁
仙
」
同
’

凶
二
’
二
（
寛
文
元
年
林
和
泉
橡
版
の
写
し
）

東
北
大
学
附
属
図
書
館
『
釈
教
三
拾
六
人
歌
仙
丼
序
」
［
丁
更
一

五
一

一



１
国
廻
令
③
い
］

北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
北
駕
文
庫
「
釈
門
三
十
六
歌
仙
」

『
歌
仙
和
歌
集
』
［
文
ｌ
圏
③
国
文
研
の
国
隠
］

龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
「
釈
門
歌
仙
」
『
数
量
和
歌
集
』

［
Ｃ
二
・
Ｐ
Ｃ
ｍ
ｌ
い
ゃ
ｌ
Ｐ
］

所
蔵
者
不
明
「
澤
教
三
十
六
歌
仙
」
『
弘
文
荘
売
買
古
書
目
』

宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
『
澤
教
三
十
六
人
歌
合
」
［
伊
巴
一
．
Ⅸ

ｌ
や
③
］

（
５
）
「
釈
教
」
と
い
う
表
現
を
用
い
な
い
諸
本
と
し
て
は
「
釈
門
歌

仙
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
「
数
量
和
歌
集
」
ロ
己
．
ご
巴
）
、
「
僧
三
十
六

人
歌
仙
」
（
彰
考
館
『
僧
三
十
六
人
歌
仙
」
［
巳
’
拾
七
国
文
研
の

ち
己
）
な
ど
の
用
例
が
あ
る
も
の
の
、
「
三
十
六
人
歌
合
」
の
み
と

い
う
、
異
種
三
十
六
人
歌
仙
で
あ
る
こ
と
を
題
に
明
記
し
な
い
諸
本

は
金
光
本
の
他
に
は
確
認
で
き
な
い
。

（
６
）
拙
稿
「
林
和
泉
禄
版
「
釈
教
歌
仙
」
に
つ
い
て
」
『
論
究
日
本
文

学
」
九
七
二
○
一
二
年

（
７
）
土
屋
貴
裕
「
「
釈
教
三
十
六
歌
仙
絵
」
と
真
言
僧
栄
海
」
『
東
海

仏
教
』
五
二
二
○
○
七
年

（
８
）
あ
る
い
は
大
和
国
宇
陀
と
も
さ
れ
る
。

（
９
）
『
万
葉
集
管
見
』
第
二
十

宮
人
の
袖
つ
き
衣
秋
は
き
に

袖
つ
き
は
継
心
に
い
へ
る
説
、
僻
こ
と
也
。
袖
著
衣
也
。
も
の

に
つ
く
心
地
。
こ
、
に
よ
め
る
は
秋
は
き
の
花
の
色
に
す
り
つ

下
河
辺
長
流
の
「
三
十
六
人
歌
合
」
と
『
釈
教
歌
仙
』

き
た
る
衣
の
心
也
。

（
皿
）
相
違
点
も
あ
る
。
第
二
十
番
能
因
法
師
歌
（
聖
徳
太
子
歌
を
有

す
諸
本
で
は
第
二
十
一
番
歌
）
で
、
早
大
本
は
、

夕
去
は
し
ほ
風
こ
し
て
み
ち
の
く
の
野
田
の
玉
河
か
は
つ
な
ぐ
也

と
、
「
か
は
つ
」
が
鳴
く
。
寛
文
元
年
林
和
泉
禄
版
も
「
か
は
つ
」

が
鳴
く
が
、
金
光
本
で
は
「
千
鳥
」
が
鳴
く
。
こ
の
異
同
に
関
し
て

は
、
金
光
本
所
収
「
時
代
不
同
歌
合
」
の
能
因
歌
も
、

夕
さ
れ
は
汐
風
こ
し
て
み
ち
の
く
の
野
田
の
玉
河
千
鳥
な
く
也

と
、
「
千
鳥
」
と
記
し
て
い
る
た
め
、
書
写
者
で
あ
る
長
流
は
「
千

鳥
」
と
す
る
本
文
を
「
釈
教
歌
仙
』
他
系
統
に
依
ら
ず
と
も
確
認
し

て
い
た
“
よ
っ
て
金
光
本
の
六
首
の
異
な
る
撰
歌
以
外
の
本
文
は
、

佐
佐
木
家
旧
蔵
本
を
も
と
と
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
Ⅱ
）
な
お
、
杉
浦
丘
園
氏
旧
蔵
本
は
明
惠
上
人
歌
の
「
さ
む
へ
き
ほ

と
を
」
の
う
ち
「
と
」
と
「
を
」
上
部
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
東
京

都
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本
に
よ
り
補
っ
た
。

（
岨
）
新
藤
協
三
「
一
首
歌
仙
本
「
三
十
六
人
歌
合
」
の
諸
形
態
」
「
三

十
六
歌
仙
叢
考
」
新
典
社
二
○
○
四
年
（
初
出
『
調
査
研
究
報

告
』
一
三
一
九
九
二
年
）

（
旧
）
木
下
勝
重
氏
蔵
「
三
十
六
歌
仙
」
『
長
嚥
子
新
集
」
中
巻
古
典

文
庫
一
九
九
三
年

（
Ｍ
）
堂
上
作
例
の
み
を
確
認
し
て
も
、
京
都
大
学
図
書
館
中
院
文
庫

所
蔵
の
中
院
通
茂
編
『
歌
仙
色
紙
形
」
［
ご
力
勇
］
は
六
種
の
分
類

に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
撰
歌
で
あ
り
多
様
で
あ
っ
た
。

五



（
岨
）
久
苗

八
四
年五

五
女
房
三
十
六
’

五
六
女
歌
仙
〔
丁
〕

五
七
続
女
歌
仙
毎

（
別
）
風
早
公
長
（
一
六
六
一

（
一
六
八
一
）
か
ら
元
禄
十

ヘヘヘ

七翌gl@
年十÷三十

（
妬
）
宮
｛

氏
朝
写

東
北
大
学
図
書
館
林
文
庫
「
数
量
和
歌
集
』
［
思
宝
］

す
○

久
曽
神
昇
編
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻
六
風
間
書
房
一
九

三
一
口
〆
１
１
土
、
望
ｚ
二
口
卿
刎

式
子
内
親
王
「
な
か
む
れ
は
」
歌
。

大
伏
春
美
『
女
房
三
十
六
人
歌
合
の
研
究
」

註
（
吃
）

宮
内
庁
書
陵
部
『
数
量
和
歌
集
』
［
ピ
（
）
．
ョ
巴
宝
永
四
年
北
条

五
三
女
三
十
六
人
撰
〔
甲
〕

五
四
女
房
三
十
六
人
歌
合

五
五
女
房
三
十
六
人
歌
合

参
照
。

唖
女
歌
仙
〔
戊
〕

《
一
六
六
五
’
一
七
二
三
）
の
前
名
。

か
ら
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
ま
で
、

（
ほ
ん
だ
．
じ
ゅ
ん
こ
本
学
非
常
勤
講
師
）

〔
乙
〕

〔
丙
〕

新
典
社
一
九
九

天
和
元
年

公
前
と
称

五
四


